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学校の近く。ご縁をいただいてからは、私の衆議
院議員選挙区でもあり、応援に熱弁をふるってく
ださったこともありました。ご自宅で病にふせって
おられたときに、お見舞いにあがった私の手を、
ベッドの上できつく握ってくださったのが忘れられ
ません。

亡くなりになった後は、ご子息がお住まい
になられ、近くに事務所を構えてご尊父の

偉業のフォローをされておられます。つい先ごろお
会いして昔話をさせていただいた数日後、一冊の
本を贈ってくださいました。「昭和歌謡抄（下巻）」。
元文部官僚で、かつて愛媛県知事をされた加

か
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守
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行
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氏は、歌謡曲の世界を知り尽くした粋人として
も有名で、石本先生の「柿の木坂の家」の作詞に
は、生まれ育った広島にはなかった＂馬の市＂や

＂機織り＂を書いたことに関連して、石本先生はこ
う語っておられます。
　「大衆が歌う場合は、歌は全ての方々のものに
ならなくてはいけないと思ったのです。歌う方々
一人ひとりが、その故郷を連想しながら歌える歌、
つまり、その人々の故郷の歌になることが狙いだっ
たのです」。
　「柿の木坂の家」の２番、『春には青いめじろ追
い、秋には赤いとんぼとり』の詞。
　石本先生、人には誰にも＂ふるさと＂がありま
すね。めじろ、赤とんぼ…。物心がついた頃の私
の思い出の風景。本当にありがとうございます。

年 2021年の 2 月に傘寿（80 才）を迎え
る私。前号に続いて、今回もまたトシ（老

齢）にかかわることを書いて申し訳ございません
が、お許しください。
　若い頃からクラシックを初め、音楽を趣味の一
つにしていた私は、歌謡曲部門では昭和歌謡中期
の歌が大好き。いよいよスピードを増す文化の変
化の中で、時代遅れの度合いも深まっていくとい
う自覚症状も、あるにはあるのですが……。
　つい先日のある深夜。目が覚めてラジオのスイッ
チを押すと、同世代の方なら誰もがご存知と思う
歌が流れてきました。
　『春には柿の花が咲き　秋には柿の実が熟れる』
石本美

み
由
ゆ

起
き

作詞、船村徹作曲の『柿の木坂の家』。
　私が生まれ育った、太平洋戦争の開戦から終戦
後しばらくの間の横浜の北部一帯は、昔ながらの
純農村地帯。私の生家の裏山のすそ野には、鈴
木姓７家系の代々の墓が並ぶ内

うち
墓
ばか

があり、それを
取り囲むように３～４本の柿の大木が繁っていまし
た。その風景が、この歌を聴くたびに、「子供の頃、
柿の木によじ登って実をとり、枝にへばりついて
食べたなァ…」と、胸に蘇ってくるのです。

詞された石本先生とは個人的に親しくして
いただいていたこともあり、いつもお顔が

浮かびます。お生まれになったのは、広島県の大
竹ですが、成年後のお住まいは横浜港がまるまる
見える横浜駅に近い丘。かつて私が通学した高等
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